
【共通】 直近の決算日： 令和 7 年 3 月 31 日

〒

部 課

歳

歳 月

２．組織・人員の状況（３月３１日現在）

民間 その他派遣県職員

R4

R6

6 0

兼務県職員

10 0

6

賞与月数

R5

R4

平均年齢

県OB 他自治体ﾌﾟﾛﾊﾟｰ

その他
兼務

県職員

1

0

民間
非正規職員

うち県OB

派遣
県職員

　正規職員平均給料月額(千円)

　常勤役員報酬年額(千円)

30代

254,500

　正規職員平均給料月額(千円)

　各年代別正規職員数(名)

職員
（名）

4 4 4

資本金・
基本金等の額

(千円)

45.90

漁業振興

総　額

主な出資者

300,000

水産

54.10

0.00

0.00

１．団体の概要

団体名
伊万里湾栽培漁業推進
基金

（公財）
伊万里湾の海域特性にあった沿岸性魚種の放流種苗を安定
的に確保することにより栽培漁業の推進を図り、伊万里湾の
沿岸漁業の振興、発展に寄与することを目的とする。

定款等に定める事業

（１）沿岸性魚種の種苗放流事業
（２）その他、この法人の目的を達成するために必要な事業

554,500

0.00

0.00

100.00

設立目的、経緯及び根拠法

℡

Fax

E-Mail

松浦市鷹島町阿翁浦免６３７番地

８５９－４３０１

長崎県

県内市町

その他

０９５５－４８－２５５５

honsyo@jf-smg.com

０９５５－４８－３１３１

設立年月日 平成11年2月8日

ホームページURL

所在地等

県所管課

出資額(千円) 比率(％)

R6

0

7

7

うち県OB

7

0

常勤

7 7

役員
（名）

R4

合　計

非常勤 7

区分

他自治体R5

4

R6

40代

R5

20代以下

区分

県派遣又は兼務職員

上記役員以外の顧問等

出資団体の概要（出資団体経営評価・診断表　様式①）

県の役職 団体での役職

県からの常勤又は非常勤役員

1人当たり人件費(年度推移)

正規職員

60代以上50代1人当たり人件費(R6、年代別)

 1  26（公財）伊万里湾栽培漁業推進基金



出資団体の概要（出資団体経営評価・診断表　様式①）

【共通】

 組 織 図

評議委員会 5 名

理事会 5 名 事務局

代表理事 1 名 事務局長 1 名

理事 4 名 事務局員 3 名

監事 2 名

〈当年度受入額〉 〈当年度末残高〉

貸付金

損失補償・債務保証額

１　政策目標

〇

1

2

3

事業概要事業名

種苗放流事業

出資金

委託料

負担金

貸付金残高

■放流魚の生息環境や経済性を重視した種苗放流技術の確立と実施

成育適地への放流や生存率を高めるための適正サイズでの放流について、研究機関や関係県との広域的な連携
を図り、放流効果のさらなる検証を行うことにより栽培漁業を一層効果的に推進する。

団体の役割

２　県との役割分担

３　事業実施状況

県の役割

地元漁業者の要望に応じて放流事業を実施することによ
り、栽培漁業の推進に貢献し、資源の維持増大及び地域
の漁業所得向上につなげる。

前年度の規模を確保しており、今後もより
効率的な放流事業を実施する。

説明

当該法人は、県及び地元が出捐した基金の運用益で放
流事業を行っているものであり、法人自らが運営し、地元
漁業者の要望に応じて地域に適した魚種を柔軟に選択
することで、地元漁業所得の向上に寄与するものであ
る。

事業の評価、今後の方向性事業費(千円)

法人が実施する放流事業において、限られた財源で最
良の効果が得られるよう、適切な指導を行う。

団体に委ねる理由

県が直接実施するよりも効果的・効率的に事業実施可能

県が直接実施することが困難

その他

主な実績

４．県の政策との関連性

損失補償・債務保証残高

10魚種121,1千
尾の種苗放流

２．組織・人員の状況（３月３１日現在）（続き）

３．県財政負担の状況（千円）

補助金

4,075
伊万里湾内に放流する種
苗の調達・放流事業
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出資団体の概要（出資団体経営評価・診断表　様式①）

【共通】

５．中期経営計画等の進捗状況・事業目標の達成状況 ◎　達成　　○　一部達成　　×　未達成　　－　未実施

№

○

①

②

③

④

実績 (R　)
R6 計画上の目標値 最終年度

R6 計画上の目標値 最終年度

実績 (R　)

中期経営計画の目標達成

事業目標の達成

達成状況

県が期待する効果の実現 [１点]効果を概ね実現している　 [２点]十分実現している

判定項目

中期経営計画の策定 [２点]中期経営計画（計画期間３年以上）を策定している

R4

No. 項目名

評価基準

（目標値設定の根拠・考え方）

No.

②

（翌年度に向けての改善事項等）

実績
計画上の目標値

（翌年度に向けての改善事項等）

（目標値設定の根拠・考え方）

達成状況

項目名

④

（翌年度に向けての改善事項等）

項目名

種苗放流事業（千円）

R5

計画上の目標値R6
実績

R6

最終年度

R6

③

（目標値設定の根拠・考え方）

（翌年度に向けての改善事項等）

－

(R７　)
達成状況

R4
最終年度

R7

達成状況

中
期
計
画

No.

No.

（目標値設定の根拠・考え方）

R3

①

(R　)

-

2

[１点]目標を１項目達成　　　　　　[２点]２項目以上達成

[１点]事業目標を１項目達成 　　 [２点]２項目以上達成

（計画達成状況の判定）

R6

3,8003,800

十分実現している 当基金の収入においては、漁協関連である為。系統の九州信漁連を
利用している。昨今の九州信漁連の利率引上げによる運用益で地域
栽培漁業推進の観点から基金の取り崩しにより一定の放流規模を確
保しているところである。

点数

-

1

合計 3

評価理由

項目名

3,800

（県が期待する効果の実現）

事業費（千円）
3,824

備考R5

3,903 4,075

実現できていない

概ね実現しているが未実現の部分がある

①

②

評価結果

（計画）

（実績）
種苗放流事業

（計画）

事
業
目
標

③
（実績）

項目名

（計画）

（実績）
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出資団体の概要（出資団体経営評価・診断表　様式①）

【公益法人会計基準適用法人用】 直近の決算日： 令和 7 年 3 月 31 日

（財務状況の判定）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

　事業費

経常収益(C)
　うち受託事業収入

159.20

一般正味財産
正味財産合計(B) 560,590

　うち補助金収入
　うち基本財産等運用益収入

　うち県財政支出額(E)
経常費用 4,102 103.873,949

-

0

120

2.76

-349.09

-191

当期収入
当期支出

当期収支差額(L)
次期繰越収支差額(M)

-31

-2,531
-2,500

4,102
経常収益

数値・比率

3,911

4,102

対前年度比
点数

数値・比率

　うち自己収入(D)

流動資産

　基本財産
　特定資産
　その他固定資産

資産合計(A)

-

-

4,075

-
4,417

4,295

554,500

　　うち金銭債権額
固定資産

　　うち退職給付引当金
負債合計

指定正味財産
0 0

557,500

560,590

６．財務の状況

99.55

555,022

254,500
300,000

団体債務保証額
【正味財産増減計算書】

99.48

流動負債
　　うち短期借入金
固定負債
　　うち長期借入金

-

557,899

-

項　　　　　　　　　　目

【貸借対照表】

3,918

122

4,417

130.58

-191 -63.87

104.71

102.07

-

3,903

122
3,949

616.13
521

3,824

次期繰越収支差額(M)

各財務数値の増減理由及び各種引当金の設定状況等

104.41

88.31

-68.81

-63.87

4,102

67.63590

3,911

-191
当期支出

当期一般正味財産増減額率(J／C)

当期指定正味財産増減額(K)

当期指定正味財産増減額(K)

　　うち人件費(F)
　管理費(G)
　　うち人件費(H)

-64.60

当期経常増減額率(I／C) -0.79

経常費用 当期収支差額

県財政支出率(E／C)

4,295
99.82

103.874,102

【会計単位別】
一般会計

（会計方針の変更による影響額）

当期一般正味財産増減額(J)
-

4.98

130.58521

5.09

0.00

0.00

159.48

当期経常損益

104.71

【収支計算書等】
-

当期経常増減額(I)
経常外損益

106.32

199 220 110.55

-4.53122

117.86

対前年度比

当期収入

590

100.00

399 67.63

0.00

97.89

0.00

合計 -2.0

3.19 156.12

0.0

0.0

※判定項目ごとに評価基準に基づき採点

0.0

0.000.00

自己収入比率(D／C)

管理費比率(G／C)

正味財産比率(B／A) 100.00

-1.0

-1.0

100.00100.00

-56.56

0.0106.51 -4.28-4.01

-4.88

0.0

00

100.00100.00

0.02.76617.23

対前々年度比

R5

-191

4,1023,911

判定項目
R6

数値・比率
R4

3,911-191
特別会計

合　　　　　　計

0.00

140

-

112.94

590
560,000

125

-31

3,918

-

3,911

3,918

616.13
100.00

399

-2,500
-2,691

3,911

-191

-

99.82
-

557,899

522

-
-

99.52
399

-

99.55

3,911
-

-
99.82

67.63

116.67

-
112.94

-
-

165

130.83
99.46

112.94

-

-

555,022
-

-

4,417

99.4899.52

99.46554,500
300,000
257,500

-
99.04

100.00

-

-
-

- 0

100.00
98.83

557,500

260,000

560,000
300,000

399

R4 R6

（単位：千円、％）

金額

130.83522
-

R5

-

対前年度比対前年度比 対前年度比金額 金額

67.63590
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出資団体の概要（出資団体経営評価・診断表　様式①）

【共通】

７．経営内容及び事業活動についての総合判定

（団体の自己評価）

５点以上：Ａ －５点以上～５点未満：Ｂ －５点未満：Ｃ

概ね良好 改善の余地あり 一層の努力が必要

（県の評価）

※評価の内容、県評価での加点・減点、総合判定の理由

（加点・減点を行う場合は、点数及び理由を具体的に記載ください。）

当該団体が実施する種苗放流事業において、限られた財源で最良の効果が得られるよう適切な指導を行う。また、
県として今後の栽培漁業の方向性を検討し、資源の維持増大および沿岸漁業者の所得向上に貢献できる体制整
備を進めていく。

「計画達成状況」「財務状況」の合計点数

※事業活動・経営の努力・今後の課題及び改善事項等

昨今の低金利では運用益は十分ではないが、栽培漁業の推進を図り、沿岸漁業者の振興、発展に貢献できるよう
な取組みを行う。

総合判定 Ｂ

（今後の県の関与の方針）

合計点数

1.0

1.0

低金利が続く中、毎年の基金の取り崩しにより運営を行っているが、本年は利率が幾分上昇
したため、これを加味した上での適切な運営と、より効果的な放流事業の実践が重要であ
る。

Ｂ総合判定
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